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・研修はWEB会議システム（Zoomウェビナー）を使用します。
・年齢や経験年数等の制限はなく、どなたでも受講可能です。
・当日は、申込み時の返信メールに記載された受講番号と氏名を入力してログインしてください。
・受講証明書については、研修の中でご案内いたします。
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主催 環境省環境省

環境影響評価研修環境影響評価研修
のお知らせのお知らせ

　環境影響評価（環境アセスメント）の実施にあたっては、最新の環境アセスメント制度の動向や科学
的知見の進展等に関する 幅広い知識と、それに対応する技術を備えている必要があります。環境省で
は、実務担当者等向けに、環境アセスメントについての知識および技術力の向上を図るための研修を開
催します。本研修は第１回から第４回までテーマ別にオンラインで開催します。今回は第２回「アセス
技術」のご案内です。 ※参加をご希望の方は毎回のお申込みが必要です。
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第２回「アセス技術」 第２回「アセス技術」 

参加費無料参加費無料（通信にかかる費用はご負担願います）

参加を希望される方は、下記ホームページよりお申し込みください

環境影響評価研修 受付事務局
(一社)日本環境アセスメント協会内
環境影響評価研修 受付事務局
(一社)日本環境アセスメント協会内お問い合わせお問い合わせ

※定員になり次第受付を締め切らせていただきます。
※申込み後、受講番号と参加方法のご案内を、申込みされた
メールアドレスへお送りします。メールは研修日まで保存をお願いします。

https://www.jeas.org/
申込締切日：令和7年10月17日(金)　

 (一般向け) (一般向け)

開講挨拶 /環境省環境影響評価課 開講挨拶 /環境省環境影響評価課 
300名 300名 

10:30~17:30(受付開始10:00)10:30~17:30(受付開始10:00)

(事前申込制、先着順)(事前申込制、先着順)

令和７年度令和７年度

後援：環境アセスメント学会後援：環境アセスメント学会

・TEL：03-3230-3583
・E-mail: masuyama@jeas.org
・TEL：03-3230-3583
・E-mail: masuyama@jeas.org

テーマ　

日時

定員

内容　


